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バンドからαエノラーゼを同定し、NHL 患者の 8/25 に検出された。また、70 kDa 付近のバンドからは L-プラスチ
ンを同定した。その検出頻度は NHL で 21/25 であり、他の血液疾患に比較して、高い特異性が認められた。これら
の自己抗体は造血器腫瘍の新規診断マーカーとなり得る可能性がある。 
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した。その検出頻度は NHL で 21/25 であり、他の血液疾患に比較して、高い特異性が認められた。これらの自己抗
体は造血器腫瘍の新規診断マーカーとなり得る可能性がある。本論文で申請者の考案した手法は新規のものであり、
特異性、効率性の点からきわめて優れた方法と評価される。博士学位に値するものと認められる。 
【15】
